










要旨 

極小未熟児のくる病発生にはCa,P の摂取不足が主な要因と考えられ,ビタミン D投与とと

もに母乳栄養児では生後の発育が著しくなる時点で調整粉乳を添加することによって,く

る病性変化の発現をある程度防止することが出来る。しかし,くる病そのものは

self-limiting で,多くは自然治癒するので治療すべきかどうか議論のあるところだが,本

症が急激な骨発育に伴って発症するので成長発育の面からやはり放置せずに治療すべきで

あろうと思われる。 


